















































































































































































EF値の範囲 国　設　新　潟 東港背後地 （EF）国設新潟 （EF）国設新潟
1000≦EF Cd（1900） 元素 （EF）東港背後地 元素
300≦EF＜1000Pb（390）
（EF）東港背後地































元素 海塩／土壌 元素 海塩／土壌 元素 海塩／土壌 新潟で人為的発生源からの影響を強く受けていると










Ca 1．4×100 V 2×10－3 Ti 2・10－・　　　粒子の指標元素としてスカンジウムが適当と考えられ
K 33x10－！ W （2x10略以上）＊Cr 2×1戸　　　　る．
Se 4×10－2 Th 2x10－3 Fe 2×10－5　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　♂
Ba （1×1σ囎Sm 1x10－3 Sc 2×10→　　　2）海塩粒子の指標元素としてナトリウムを用い，SPM
Hg 7×10－3 Ni 6×10→ Al 6・10－・　　　　中の海塩粒子寄与率を算定するには，土壌粒子からの
As 6×10－3 La 5x10－4 ナトリウム寄与分を差し引く必要がある．
Cs 6×10－3 Ce 3×10－4 3） 国設新潟と東港背後地における夏季（8月）のSPM
＊未満・以上の表示は・それぞれ海塩粒子あるいは土壌粒子中の濃度　　　中土壌粒子及び海塩粒子を算定したところ，土壌粒子
が定量下限未満であることによる．
はそれぞれ50，66％（大気中濃度で21，17μg／㎡），
海塩粒子はそれぞれ3．3，7．8％（大気中濃度でα8，
a3μ9／㎡）であった．
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